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乳牛の蹄跛行は繁殖障害，乳房炎に次ぐ第三の重

要な疾病であり２），乳生産の減少，繁殖成績の低下，

淘汰率の増加，乳の廃棄および罹患牛の治療費など

経済的損失は計り知れない７，12）。運動器疾患の治療

には早期発見が重要であるが，多頭飼育では個体毎

の観察が難しく，重度の跛行を認めてからでは治療

が困難であるか，治癒までに長期間を要するケース

が多く認められる。

蹄病の早期発見および
予後観察としての歩数計の利用
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要　約
フリーストール農場で飼養されているホルスタイン種乳用牛の蹄病処置前後の歩数を計測し，蹄病

の早期発見と予後観察の可能性を検討した。調査対象牛は，単純な蹄底潰瘍および白帯病９頭（A群），
深部感染のある蹄底潰瘍および白帯病６頭（B群），趾間フレグモーネ６頭（C群）の３群に分け，処置
前後30日間の歩数を比較したところ，A群およびB群においては処置10日前から有意に歩数が減少し，
処置後20日までに有意に歩数が増加した。C群においては全期間を通して歩数に有意差は認められな
かった。歩数計は深部感染の有無に関わらず，蹄底潰瘍および白帯病の早期発見および予後観察に有
用であると考えられた。
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そこで運動器疾患の早期発見を目的として，マー

カーの移動軌跡から足動と体動を測定し跛行診断す

る方法８），四肢や背中に加速度センサを装着して歩

行スコアを測定する方法５，６），待機場で跛行スコア

を観察する方法７，９）等が報告されている。いずれも

跛行牛の発見に有効であるが，どの方法も新たな設

備や労力が必要となる。

一方，歩数計は主に多頭飼育農場での発情発見を

目的に利用されている。しかし，跛行牛発見を目的

とした報告は少なく，蹄病処置10日前の歩数を調査

した報告３）があるのみで，予後観察への利用は調査

されていない。歩数計を繁殖管理だけでなく蹄病観

察にも利用する事ができれば，新たな設備投資を必

要とせずに個体管理が可能になると考えられる。

そこで今回，蹄病処置を実施した症例の処置前後

の歩数を計測し，早期発見と予後観察が可能である

か検討した。

材料および方法

岡山県勝央町の酪農家（ホルスタイン種約160頭，

TMR方式，フリーストール１群管理）において，平

成23年４月から平成24年３月の１年間に蹄病治療を

行った21症例の処置前後の歩数を計測した。

調査対象牛は合併症を伴わず単純な蹄底潰瘍２）お

よび白帯病と診断した９症例をA群，末節骨の露出

や深趾屈腱の崩壊断裂を伴い深部感染を認めた蹄底

潰瘍および白帯病と診断した６症例をB群，趾間フ

レグモーネと診断した６症例をC群とし，これら３

群の外に，治療経過のない健常時の上記処置群21症

例（対照群）を比較対照として加えた。

調査方法は処置前後30日間（処置日および発情日

除外，計60日間）を10日毎に区切り，各期間の１時間

当たりの平均歩数を比較した（pre３：処置30日前～

21日前，pre２：処置20日前～11日前，pre１：処置10

日前～処置１日前，po１：処置１日後～10日後，po

２：処置11日後～20日後，po３：処置21日後～30

日後）。歩数の計測はAfifarm（SAE Afikim, Kibbutz 

Afikim, Israel）を用いた。

なお，個体によるばらつきを補正するために，下

記の式によって個体ごとに１時間当たりの歩数を標

準化した後，群間および各調査期間において比較検

討した。

標準化歩数=arcsin√（各日付の歩数÷調査期間に

おける最大歩数）。統計解析には分散分析，多重比

較を行い，危険率P<0.05の場合を有意差ありとした。

図１　�蹄病処置前後30日間の歩数の推移。調査対象
牛（n=21）について，処置群と対照群との比
較を示す。

実線は処置群の平均値を，破線は対照群の平均値を，
エラーバーは標準誤差をそれぞれ示す。
pre３：処置30日前～21日前，pre２：処置20日前
～11日前，pre１：処置10日前～処置１日前，po１：
処置１日後～10日後，po２：処置11日後～20日後，
po３：処置21日後～30日後。
＊：P<0.05

図１　蹄病処置前後 30 日間の歩数の推移。
調査対照牛（n=21）について，処置群と対照群との比較を示す。
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成　績

蹄病処置群と対照群における，各期間の歩数を比

較したところ，蹄病処置群においてpre１はpre３お

よびpre２に比べ有意に減少した。また，pre１と

po２およびpo３を比較すると後２者では有意に増

加した。対照群は60日間の期間による差はなく，蹄

病処置群と比較すると，pre１およびpo１に有意な

減少が認められた（図１）。

群別の比較を行ったところ，処置前の３期間につ

いては，Ａ群およびＢ群においてpre１はpre３およ

びpre２に比較して有意に歩数が減少した。Ａ群に

おいてpre３とpre１を比較すると13.7％，Ｂ群にお

いては22.6％の歩数減少が認められた。Ｃ群では有

意差を認めなかったが，pre３とpre１を比較すると

歩数は減少傾向にあり，18.6％の減少が認められた

（図２）。処置後の３期間については，Ａ群およびＢ

群においてpo２およびpo３はpre１に比較して有意

に歩数が上昇し，処置後20日までに有意に歩数が増

加したことが明らかになった。Ｃ群には有意な変動

は認められなかった。処置した21症例はＡ群におい

ては１症例，Ｂ群においては３症例が，それぞれ処

置後１週間以内に畜主からの依頼により再処置を

行った。これら４症例を含め，全症例とも歩行状態

は改善に向かい，治癒転帰となった。また，調査期

図２　�蹄病処置前30日前の歩数の推移。蹄病罹患牛
では有意な歩数減少が観察された。

実線（黒）はA群の平均値を，実線（灰色）はB群の平均
値を，破線はC群の平均値を，点線は対照群を，エラー
バーは標準誤差をそれぞれ示す。
pre３：処置30日前～21日前，pre２：処置20日前
～11日前，pre１：処置10日前～処置１日前。
＊：P<0.05

図２　蹄病処置前 30 日前の歩数の推移。
蹄病罹患牛では有意な歩数減少が観察された。
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図３　�蹄病処置後30日間の歩数の推移。処置後有意
な歩数の回復が観察された。

実線（黒）はA群の平均値を，実線（灰色）はB群の平均
値を，破線はC群の平均値を，点線は対照群を，二
点鎖線は廃用牛の平均値を，エラーバーは標準誤差
をそれぞれ示す。
pre１：処置10日前～処置１日前，po１：処置１日
後～10日後，po２：処置11日後～20日後，po３：
処置21日後～30日後。
＊：P<0.05

図２　蹄病処置前 30 日前の歩数の推移。
蹄病罹患牛では有意な歩数減少が観察された。
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間中に趾間フレグモーネによる廃用が１症例認めら

れたが，治癒した全21症例と比較すると歩数の回復

はなく，極めて低い歩数を示した（図３）。

考　察

深部感染の有無に関わらず，蹄底潰瘍および白帯

病罹患牛において調査期間中に歩数の有意な増減が

認められたことから，歩数計は本疾患の早期発見お

よび予後観察に有用であると考えられる。本調査に

おいて，処置直前の10日間でB群では22.6％の歩数

減少が認められた。Hamutalら３）は55.3％の跛行牛

を目視発見より７日から10日早く発見し，15％以上

の歩数減少があったと報告しており，今回の調査結

果を裏付けるものであった。一方，処置の10日以前

から歩数の減少が顕著にみられる症状は，蹄球糜爛

や蹄葉炎から起因する蹄角質疾患特有のものではな

いかと考えられた。蹄病牛は罹患してから発見まで

に平均１カ月かかかるという報告４）があり，肉眼的

に顕著な跛行が観察される前に歩数の減少として現

れたと考えられるが，今後の継続調査が必要であっ

た。さらに，ケトーシスや乳熱などの代謝器病罹患

牛では，臨床症状の認められる３日以上前から歩数

が減少したという報告１）もあり，歩数の減少は蹄病

に罹患した牛だけでなく，広く病牛の発見に有用で

あると考えられた。

一方，本調査において処置後20日までに有意に歩

数の増加したことが明らかになった。蹄底潰瘍によ

る角質形成不全は50日以上痕跡が残るとされている

ものの10），バイオプシーによる研究では蹄底潰瘍の

治癒過程は第19日までに角化と真皮の血管新生が終

了するとされている10）。現場では様々な要因が重な

るため治癒過程は牛の状態や環境により違いがある

と思われるが，本調査結果から，概ね処置後20日ま

でに歩数に変化がなければ再度挙肢検査をする必要

性がある。

趾間フレグモーネに関しては歩数が上昇したもの

と，処置前後ともに歩数の変化が見られなかったも

のとがあり，感染や病態の程度により個体差に大き

く影響が出ると思われた。同じ感染性の蹄疾患とし

て趾皮膚炎が挙げられるが，跛行とは直接関連して

いない可能性がある９）。今後，趾皮膚炎も含めて症

例数を追加し検討していく必要がある。

最後に，結果には示さなかったが，今回調査した

21症例のうち９症例が空胎牛であった。このうち蹄

病処置前に発情が不明瞭だった６症例全てが，処置

後に明瞭な発情徴候を示すようになった。この結果

からも歩数計のデータは蹄病観察だけでなく，それ

に伴う治療によって発情徴候が発現し，発見率の上

昇をもたらすなど繁殖管理に寄与するものであり，

今後の検討課題のひとつとしてつなげたいと考えて

いる。既に趾皮膚炎多発農場で発情発見率の低下と

授精牛の大幅な減少が報告されているように11），蹄

病は発情発見の低下に直接つながっている。さらに

蹄病はその疼痛によるストレスや採食量の低下によ

り卵巣機能にも大きな影響を与えている。そこで今

後，歩数計を繁殖管理だけでなく蹄病観察に積極的

に活用していく事が求められていくと考える。
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Use of pedometer for early detection and catamnestic observation of hoof disease
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SUMMARY

  The number of steps was counted before and after the treatment of hoof disease in Holstein cows 
bred in a free-stall barn, to evaluate the possibility of early detection and catamnestic observation 
of hoof disease. Cows were divided into 3 groups: 9 cows with simple hoof ulcer and white zone 
disease (A), 6 cows with hoof ulcer and white zone disease accompanied by deep infection (B), and 
6 cows with interdigital phlegmon (C), to compare the number of steps for 30 days before and after 
treatment. The number of steps of cows in the A and B groups was significantly reduced from 10 
days before treatment, and significantly increased until 20 days after treatment. The number of steps 
of the C group did not show a significant change throughout the study period. The results suggested 
that the use of pedometer is an effective tool for the early detection and catamnestic observation of 
hoof ulcer and white zone disease in cows, with or without deep infection.

【Key words : catamnestic observation, cows, early detection, hoof disease, pedometer】
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………… J Livestock Med, 60，481- 485（2013）

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

10） Van Amstel SR, Shearer JK. : J Vet Inter 

Med, 20, 805 - 811（2006）

11） 全国家畜畜産物衛生指導協会：生産獣医療に

おける乳牛の繁殖管理マニュアル，34（2008）

12） 全国農業共済協会：家畜共済の診療指針Ⅰ，

143（2003）


